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カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
八
ー
七
七
一
年
）
の
歿
後
、
大
王
の
政
治
生
活
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
研
究
序
説
l
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
の
子
、
短
身
王
ビ
ビ
ン
三
世
（
宮
宰
、
七
四
一
年
、
国
王
、
七
五
一
ー
七
六
八
年
）
と
と
も
に
カ
ロ
リ
ン
グ
家
(
K
a
r
o
linger) 
ほ
フ
ラ
ン
ク
族
の
国
王
と
な
っ
た
。
そ
の
子
カ
ー
ル
大
王
(Carolus
M
a
g
n
u
s
,
 
C
h
a
r
l
e
m
a
g
n
e
,
 7
6
8
|
8
1
4
)
は
弟
カ
ー
ル
マ
ン
（
七
六
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
唯
一
の
支
配
者
と
な
っ
た
。
翌
七
七
二
年
に
は
サ
ク
セ
ン
戦
役
が
始
ま
っ
た
。
八
世
紀
の
サ
ク
セ
ン
は
三
つ
の
大
部
族
ー
オ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
、
ァ
ー
レ
ン
、
ア
ン
ゲ
ル
ソ
ー
に
分
れ
て
い
て
、
を
さ
え
ぎ
っ
て
き
た
い
わ
ば
障
壁
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
ウ
ェ
ス
ト
フ
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
文
化
が
ラ
イ
ン
の
下
流
か
ら
中
流
辺
を
越
え
て
浸
透
し
て
ゆ
く
の
サ
ク
セ
ン
人
は
ラ
イ
ン
の
右
岸
お
よ
び
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ソ
に
あ
る
フ
ラ
ン
ク
族
の
領
土
を
た
え
ず
脅
か
し
つ
つ
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
は
サ
ク
セ
ン
地
方
に
攻
め
入
っ
て
年
々
新
た
に
戦
っ
た
。
征
服
し
よ
う
と
い
う
計
画
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
フ
ラ
ン
ク
王
の
目
的
は
サ
ク
セ
ソ
入
の
掠
奪
か
ら
彼
の
王
国
を
保
護
す
る
に
あ
っ
た
。
西
サ
ク
セ
ン
で
は
リ
ッ
ペ
と
デ
ィ
ー
メ
ル
と
の
間
に
―
つ
の
「
辺
境
」
が
設
け
ら
れ
、
こ
れ
は
永
久
防
備
を
施
し
た
特
別
の
軍
事
的
組
織
を
有
す
る
境
界
地
区
で
あ
る
。
カ
ー
ル
以
前
に
も
サ
ク
セ
ン
人
を
キ
リ
ス
ト
教
化
し
よ
う
と
す
る
内
気
な
若
千
の
試
み
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
上
の
作
戦
と
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
と
が
混
合
さ
れ
、
バ
ー
デ
ル
ボ
ル
ン
に
お
け
る
国
会
（
七
七
七
年
）
で
は
サ
ク
セ
ン
の
辺
境
だ
け
で
は
宮
下
孝
い
ま
や
軍
事
吉
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カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
な
く
サ
ク
セ
ン
の
内
部
に
も
キ
リ
ス
ト
教
を
弘
布
す
る
方
策
が
採
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
か
ら
サ
ク
セ
ン
に
は
最
初
の
フ
ラ
ン
ク
的
な
政
治
組
織
が
与
え
ら
れ
た
。
他
方
、
イ
タ
リ
ア
で
は
カ
ー
ル
は
父
の
政
策
に
追
従
し
た
。
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
一
世
の
要
求
に
よ
り
、
彼
は
七
七
＿
―
-
年
に
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
族
に
対
し
て
進
軍
を
決
意
し
た
が
、
こ
れ
は
父
が
示
し
た
以
上
の
熱
狂
さ
を
以
て
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
父
よ
り
も
以
上
に
進
ん
だ
。
七
七
四
年
に
自
ら
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
王
(rex
F
r
a
n
c
o
r
u
m
 et 
L
a
n
g
o
b
a
r
d
o
r
u
m
)
を
宣
言
し
て
、
彼
の
権
威
に
反
す
る
こ
と
は
何
ご
と
を
も
破
壊
し
て
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
族
の
独
立
を
終
ら
し
た
。
北
イ
ク
リ
ア
お
よ
び
中
部
イ
ク
リ
ア
は
、
か
く
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
の
領
土
と
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
教
皇
に
対
す
る
尊
敬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は
自
己
の
諸
行
動
に
よ
っ
て
次
の
こ
と
を
証
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
ス
テ
フ
ァ
ン
ニ
世
か
ら
、
父
の
と
き
と
同
様
に
、
う
け
た
ロ
ー
マ
人
の
保
護
者
(patricius
R
o
m
a
n
o
r
u
m
)
 
図
と
い
う
称
号
は
、
彼
に
ほ
教
皇
国
家
に
行
使
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
保
護
政
治
の
法
律
的
な
基
礎
で
あ
っ
た
。
七
七
七
年
に
は
カ
ー
ル
は
三
十
五
オ
と
な
り
、
一
連
の
諸
事
業
は
成
功
へ
と
向
っ
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
彼
の
地
位
は
父
が
も
っ
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
威
信
を
彼
に
与
え
た
。
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
弘
め
る
こ
と
に
専
念
し
た
。
サ
ラ
ゴ
ッ
サ
の
回
教
徒
士
侯
(
v
a
l
i
)
が
そ
の
主
君
で
あ
る
コ
ル
ド
パ
の
オ
ン
マ
ヤ
王
朝
の
回
教
国
守
と
不
和
に
な
り
叛
乱
を
起
し
、
ー
デ
ル
ボ
ル
ン
に
い
た
カ
ー
ル
の
許
に
そ
の
同
盟
を
乞
う
た
。
こ
の
と
き
、
彼
は
回
教
徒
か
ら
イ
ス
パ
ニ
ア
の
か
な
り
の
部
分
を
遂
に
退
却
中
の
フ
ラ
ン
ク
軍
を
攻
撃
し
て
、
こ
の
失
敗
を
悲
惨
な
も
の
に
し
た
。
七
七
八
年
の
こ
の
危
機
は
き
わ
め
て
重
大
で
あ
っ
た
。
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
に
反
乱
が
起
り
つ
つ
あ
っ
た
。
永
い
間
反
抗
的
で
あ
っ
た
ア
キ
タ
ニ
ア
に
す
ら
お
そ
ら
く
反
乱
が
起
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
奪
回
し
う
る
と
い
う
錯
覚
に
陥
っ
て
戦
争
を
始
め
た
（
七
七
八
年
）
。
サ
ク
セ
ン
の
。
ハ
イ
タ
リ
ア
に
も
反
乱
が
起
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
サ
ク
セ
ン
人
は
精
力
的
な
首
長
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
人
ウ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
の
旗
下
に
集
ま
り
、
辺
境
を
超
え
て
附
近
の
フ
ラ
ン
ク
族
の
地
に
侵
入
し
こ
れ
は
失
敗
で
あ
っ
た
。
バ
ス
ク
人
が
、
ピ
レ
ネ
ニ
を
通
過
し
て
107 
た
。
カ
ロ
リ
ン
グ
の
国
家
は
、
か
く
し
て
、
崩
壊
に
瀕
し
た
の
で
あ
る
。
サ
ク
セ
ン
に
出
兵
し
て
勝
利
を
得
る
こ
と
や
南
ガ
リ
ア
に
お
け
る
軍
事
的
・
行
政
的
組
織
の
改
革
を
以
て
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
お
よ
び
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
王
国
の
内
部
状
況
に
も
大
い
に
関
心
を
も
っ
た
。
七
七
九
年
の
ヘ
リ
ス
タ
ー
ル
ス
河
に
沿
う
リ
ニ
ー
ジ
ュ
の
北
東
）
の
集
会
で
は
、
彼
は
公
的
制
度
の
能
率
化
と
人
民
、
社
会
お
よ
び
財
産
の
安
全
保
障
の
た
め
に
諸
種
の
手
段
を
採
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
手
段
は
力
。
ヒ
チ
ュ
ラ
ー
レ
(
c
a
p
i
t
u
l
a
r
e
)
と
い
う
彼
の
現
存
諸
勅
令
の
最
古
の
も
の
で
、
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ク
の
諸
地
方
の
み
な
ら
ず
イ
タ
リ
ア
に
も
採
用
さ
れ
る
。
こ
の
処
置
は
少
し
く
誇
張
す
れ
ば
「
カ
ー
ル
が
古
い
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
す
べ
て
の
領
土
に
与
え
た
構
成
的
な
憲
章
」
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
七
七
九
年
は
カ
ー
ル
の
歴
史
に
お
け
る
―
つ
の
転
期
で
あ
る
。
こ
こ
に
彼
の
治
世
の
顕
著
な
時
期
（
第
三
期
）
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
彼
の
勢
力
を
か
な
り
拡
げ
た
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
に
強
固
な
甚
礎
を
与
え
か
つ
後
世
に
永
く
感
ぜ
ら
れ
た
諸
帰
結
を
も
つ
諸
政
策
を
始
め
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
時
期
ま
で
は
カ
ー
ル
の
活
動
は
父
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
の
多
く
と
か
な
り
の
激
動
と
を
反
映
し
て
い
た
。
こ
の
時
期
以
来
、
彼
の
態
度
は
ヨ
リ
個
人
的
な
性
格
を
帯
び
、
政
治
家
と
し
て
の
カ
ー
ル
の
素
質
を
開
示
し
て
い
る
。
サ
ク
セ
ン
の
征
服
は
必
要
で
あ
り
、
北
ド
イ
ツ
を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
り
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
の
弘
布
を
い
ま
ま
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
の
東
部
地
方
も
同
じ
運
命
を
う
け
た
。
で
以
上
に
彼
の
義
務
と
考
え
た
。
七
年
間
の
悪
戦
苦
闘
の
後
、
遂
に
七
八
五
年
に
は
ウ
ィ
ド
ゥ
キ
ン
ト
が
屈
服
し
て
洗
礼
を
う
け
、
山
ル
ベ
河
ま
で
を
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
入
れ
て
、
司
教
座
を
設
け
た
。
カ
イ
ク
リ
ア
お
よ
び
ア
キ
タ
ニ
ア
は
近
時
鎮
圧
さ
れ
た
。
そ
の
住
民
は
彼
ら
の
伝
統
を
誇
り
フ
ラ
ン
ク
族
を
侮
っ
た
。
彼
ら
は
フ
ラ
ン
ク
族
を
外
来
人
と
考
え
た
だ
け
で
は
な
く
半
野
蛮
人
と
考
え
た
。
と
く
に
、
指
揮
命
令
を
す
る
地
位
に
き
わ
め
て
多
か
っ
た
東
フ
ラ
ン
⑤
 
ク
族
を
軽
蔑
し
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
を
、
ま
だ
年
若
い
彼
の
息
子
二
人
の
た
め
に
二
つ
の
王
国
に
し
て
、
カ
ー
ル
は
地
方
自
治
の
熱
望
を
満
足
さ
せ
た
＞
尤
も
、
重
要
な
決
定
は
す
べ
て
カ
ー
ル
自
身
に
保
留
し
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
教
皇
と
の
関
係
を
彼
自
身
に
有
利
に
な
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
エ
（
マ
ー
108 
る
よ
う
に
解
決
し
、
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
公
と
の
協
定
は
確
乎
で
も
な
く
満
足
的
で
も
な
か
っ
た
が
、
七
七
八
年
に
武
力
に
よ
っ
て
イ
ク
リ
ァ
半
島
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
ツ
の
干
渉
を
排
除
し
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
イ
ス
ト
リ
ア
を
合
併
し
た
。
ア
キ
ク
ニ
ア
（
大
体
ガ
ロ
ン
ヌ
流
域
に
相
当
す
る
）
お
よ
び
そ
の
属
領
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
や
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
（
ガ
リ
ア
の
西
南
部
、
今
日
の
ピ
レ
ネ
・
ゾ
リ
ヤ
ソ
ク
ル
、
オ
ー
ド
、
ニ
ロ
ー
、
ガ
ー
ル
の
諸
県
に
相
当
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
南
傾
斜
地
域
を
占
領
し
て
そ
れ
ら
を
イ
ス
。
＾
ニ
ア
か
ら
孤
立
さ
せ
よ
う
と
欲
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
お
よ
び
軍
事
的
な
活
動
と
同
時
に
、
国
内
に
お
い
て
も
実
行
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
一
例
を
あ
げ
る
と
、
カ
ー
ル
は
各
州
の
裁
判
（
ま
た
は
m
a
l
l
u
s
)
の
た
め
に
判
決
の
発
見
を
行
う
こ
と
を
委
任
し
た
ス
カ
ビ
ニ
(scabini,
参
審
員
）
囮
と
い
う
永
続
的
な
宣
告
人
の
団
体
を
創
設
し
て
、
裁
判
行
政
に
関
し
て
彼
の
統
治
の
最
も
重
要
な
―
つ
の
処
置
を
行
っ
た
。
ま
た
、
七
八
九
年
に
、
ア
ド
モ
ニ
テ
ィ
オ
・
ゲ
ネ
ラ
ー
リ
ス
(
a
d
m
o
n
i
t
i
o
generalis,
一
般
論
告
）
を
発
布
し
て
、
国
家
の
改
革
と
不
可
分
で
あ
っ
た
教
会
の
改
革
を
企
て
た
。
こ
の
基
礎
は
カ
ー
ル
が
教
皇
か
ら
送
ら
れ
て
い
た
増
訂
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
ニ
ク
シ
グ
ウ
ス
の
法
令
集
（
七
七
四
）
と
い
う
宗
教
法
規
集
で
あ
る
。
カ
ー
ル
は
聖
職
お
よ
び
監
督
当
局
の
間
に
お
け
る
規
律
や
宗
教
生
活
上
の
秩
序
の
確
立
に
熱
心
で
あ
り
、
七
八
五
年
に
は
ロ
ー
マ
の
慣
習
を
一
般
化
し
て
礼
拝
式
お
よ
び
秘
蹟
の
執
行
を
改
革
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ア
ド
モ
ニ
テ
ィ
オ
・
ゲ
ネ
ラ
ー
リ
ス
の
―
つ
の
条
に
は
司
教
座
聖
堂
ま
た
は
修
道
院
の
附
近
に
学
校
を
開
設
す
る
こ
と
、
聖
書
お
よ
び
祈
躊
書
を
反
訳
改
訂
す
る
こ
と
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
少
し
後
に
、
こ
れ
ら
の
命
令
の
実
行
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
司
教
管
区
お
よ
び
修
道
院
に
一
種
の
廻
章
が
送
ら
れ
た
。
そ
の
目
的
は
全
く
宗
務
的
で
あ
り
、
か
つ
、
む
し
ろ
穏
健
な
も
の
で
あ
っ
て
、
聖
職
者
は
少
く
と
も
所
要
の
訓
令
を
受
く
べ
き
こ
と
、
満
足
的
な
カ
ト
リ
ッ
ク
聖
書
(libri
catholici)
を
教
会
に
供
給
す
る
の
を
保
障
m
 
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
カ
ロ
リ
ン
グ
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
発
端
で
あ
る
。
こ
の
活
動
を
指
導
し
ま
た
は
刺
戟
し
た
外
国
の
聖
職
の
大
多
数
ー
—
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
、
イ
ク
リ
ア
人
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
、
イ
ス
。
ハ
ニ
ア
人
が
お
の
お
の
一
人
ず
つ
ー
ー
ー
は
、
こ
の
時
期
に
カ
ー
ル
か
ら
招
聘
を
う
け
た
。
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
神
学
者
ア
ル
ク
イ
ン
(Alcuin,
7
3
5
|
8
0
4
)
は
七
八
一
年
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
四
109 
ー
8
2
1
)
は
お
そ
ら
く
少
し
後
れ
て
来
朝
し
た
。
ド
人
の
ダ
ン
ガ
ル
(Dungal,
fl. 
8
1
1ー
8
2
7
)
は
七
八
七
年
頃
に
、
五
に
、
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
人
の
歴
史
家
。
ハ
ウ
ル
ス
・
デ
ィ
ア
コ
ー
ヌ
ス
(Paulus
D
i
a
c
o
n
u
s
`
c
a
.
 7
2
0ー
7
9
7
)
は
七
八
二
年
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
イ
ス
パ
ニ
ア
〔
西
ゴ
ー
ト
〕
人
の
テ
オ
ド
ウ
ル
ク
(Theodulf,
ca. 
7
6
0
 
七
八
七
年
お
よ
び
そ
の
後
の
年
々
は
、
南
東
へ
の
政
治
的
・
軍
事
的
活
動
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
。
い
ま
や
、
カ
ー
ル
は
そ
の
先
任
者
た
ち
が
敢
え
て
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
企
て
る
ほ
ど
に
強
大
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
バ
イ
ニ
ル
ン
の
ア
ギ
ロ
ル
フ
ィ
ン
グ
公
家
ク
シ
ロ
(Tassilo
I
I., 
7
4
8ー
7
8
8
)
の
事
実
上
の
独
立
に
終
末
を
与
え
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ー
ル
の
兵
力
お
よ
び
彼
の
希
望
に
よ
り
教
皇
が
用
い
た
宗
教
的
な
武
器
が
成
功
し
て
、
七
八
八
年
に
は
バ
イ
エ
ル
ン
は
フ
ラ
ン
ク
の
普
通
公
法
に
服
従
さ
せ
ら
れ
た
。
か
く
て
、
最
後
の
種
族
公
領
(
S
t
a
m
m
e
s
h
e
r
z
o
g
t
u
m
)
の
廃
止
を
み
た
。
そ
の
と
き
、
カ
ー
ル
は
中
部
ド
ナ
ウ
の
諸
地
方
と
接
触
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
ア
ヴ
ァ
ー
ル
と
い
う
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
ク
イ
出
身
の
流
浪
種
族
が
ス
ラ
ヴ
住
民
た
ち
に
威
権
を
専
ら
に
し
て
い
た
。
こ
の
掠
奪
馬
賊
は
二
世
紀
近
く
の
間
そ
の
附
近
の
人
々
に
と
っ
て
恐
ろ
し
い
脅
威
で
あ
っ
た
。
ま
も
な
く
国
王
は
彼
ら
を
相
手
と
す
べ
き
こ
と
を
知
り
、
彼
ら
を
降
服
さ
せ
た
。
七
九
一
年
に
は
戦
端
が
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
討
伐
程
度
に
す
ぎ
ず
、
大
し
て
成
功
し
な
か
っ
た
。
征
服
に
は
他
の
手
段
が
必
要
で
あ
っ
た
。
以
上
は
七
七
九
ー
七
九
一
年
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
カ
ー
ル
の
政
治
生
活
と
し
て
は
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
第
三
期
に
相
当
す
る
。
こ
の
時
期
は
カ
ー
ル
が
ョ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
西
部
に
対
す
る
優
越
的
支
配
へ
と
上
昇
す
る
最
も
決
定
的
な
時
期
で
あ
り
、
永
続
的
な
諸
結
果
を
最
も
豊
富
に
も
た
ら
す
時
期
で
あ
っ
た
。
註
山
そ
の
歿
前
、
弟
カ
ー
ル
マ
ン
は
ア
レ
マ
ニ
ア
か
ら
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
に
い
た
る
国
家
の
南
半
（
プ
ル
グ
ン
ト
、
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
、
東
ア
キ
ク
ニ
ア
、
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
、
イ
ス
ト
リ
ア
の
一
部
お
よ
び
ソ
ワ
ッ
ソ
ン
ヌ
、
パ
リ
な
ら
び
に
ア
レ
マ
ニ
ア
お
よ
び
ア
ル
サ
ス
）
を
、
兄
カ
ー
ル
は
ア
ウ
ス
ト
ラ
シ
ア
お
よ
び
ノ
イ
ス
ト
リ
ア
の
北
部
な
ら
び
に
ア
キ
ク
ニ
ア
の
西
部
を
統
治
し
て
い
た
。
拙
著
、
西
洋
経
済
史
（
古
代
・
中
世
）
、
一
―
―
和
書
房
、
昭
和
三
十
二
年
、
二
四
八
、
二
五
一
ペ
ー
ジ
を
出
看
よ
。
カ
ロ
リ
ン
グ
家
の
系
譜
に
つ
い
て
ほ
、
B.
G
e
b
h
a
r
d
t
,
 
H
a
n
d
b
u
c
h
 
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
110 
の
南
部
を
荒
廃
さ
せ
る
不
意
の
侵
略
を
以
て
了
っ
た
。
七
九
二
年
お
よ
び
七
九
三
年
は
重
大
な
危
機
、
カ
ー
ル
の
生
活
に
お
け
る
第
二
の
危
機
で
あ
る
が
故
に
異
彩
の
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
七
九
二
年
は
大
不
作
で
、
翌
年
に
は
極
め
て
悲
惨
な
飢
饉
が
起
っ
た
。
七
九
二
年
に
は
サ
ク
セ
ン
に
地
方
的
な
反
乱
が
起
り
、
翌
年
に
は
一
隠
重
大
な
反
乱
が
起
っ
て
フ
ラ
ン
ク
の
軍
事
的
敗
北
は
一
般
的
な
暴
動
と
な
っ
た
。
ま
た
、
七
九
二
年
に
は
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
公
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
に
敵
対
行
動
が
起
っ
た
。
翌
年
に
は
こ
れ
に
対
し
て
派
遣
さ
れ
た
遠
征
軍
が
敗
北
し
た
。
同
年
に
お
け
る
サ
ラ
セ
ン
人
の
反
撃
は
、
当
時
ま
だ
イ
ス
パ
ニ
ア
の
北
東
に
部
分
的
に
し
か
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
辺
境
」
を
消
滅
さ
せ
た
。
こ
れ
は
ガ
リ
ア
17) 16) (5) (4) (3) (2) 
d
e
r
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
,
 B
d
.
 1. 
S
t
u
t
t
g
a
r
t
 1
9
4
4
8
,
 
S. 
118 
-}(<li)l
よ。
ロ
ー
マ
教
会
の
所
有
地
は
教
会
国
家
を
な
し
、
ラ
ヴ
ェ
ソ
ナ
大
守
領
、
ペ
ン
タ
ボ
リ
ス
、
ボ
ロ
ニ
ア
お
よ
び
フ
ェ
ラ
ラ
の
地
域
を
占
め
た
。
カ
ー
ル
の
政
治
生
活
は
五
期
に
分
た
れ
る
。
第
一
期
は
七
六
八
ー
七
七
一
年
で
、
こ
の
時
期
に
は
父
の
政
策
を
継
承
遂
行
し
た
。
第
二
期
は
七
七
ニ
ー
七
七
八
年
、
第
三
期
は
七
七
九
ー
七
九
三
年
、
第
四
期
は
七
九
四
ー
八
0
0年
、
第
五
期
は
八
0
0ー
八
一
四
年
で
あ
る
。
L•Halphen, 
E
t
u
d
e
s
 c
r
i
t
i
q
u
e
s
 
s
u
r
 l'histoire, d
e
 C
h
a
r
l
e
m
a
g
n
e
,
 P
a
r
i
s
 1
9
2
1
,
 
p. 
146 f. 
カ
ー
ル
と
当
時
の
皇
后
（
第
1
一
の
正
妻
）
で
あ
る
フ
ラ
ソ
ク
族
出
身
の
ヒ
ル
デ
ガ
ル
デ
と
の
間
に
生
れ
た
息
子
は
、
カ
ー
ル
、
ビ
ビ
ン
、
ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
の
三
人
で
あ
る
。
゜
ヒ
。
ヒ
ン
は
イ
タ
リ
ア
王
、
ル
ー
ド
ウ
ィ
ッ
ヒ
は
ア
キ
ク
ニ
ア
王
と
な
る
。
息
子
の
カ
ー
ル
は
東
部
国
境
の
守
り
に
任
じ
た
。
イ
タ
リ
ア
王
国
は
北
部
の
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
諸
州
の
ほ
か
、
ト
ゥ
ス
チ
ア
、
ス
ボ
レ
ッ
ト
を
含
み
、
ア
キ
タ
ニ
ア
王
国
は
ア
キ
タ
ニ
ア
本
土
（
ブ
ー
ル
ジ
ュ
お
よ
び
ボ
ル
ド
オ
の
教
会
諸
州
と
ツ
ー
ル
ー
ズ
伯
領
と
か
ら
成
る
）
の
ほ
か
に
、
フ
ラ
ン
ク
国
に
少
し
ば
か
り
隷
属
し
ア
キ
ク
ニ
ア
王
の
特
別
な
監
督
の
も
と
に
あ
っ
た
セ
プ
テ
ィ
マ
ニ
ア
お
よ
び
ガ
ス
コ
ー
ニ
ュ
を
包
括
し
た
。
C
a
p
i
t
u
l
a
r
i
a
 
r
e
g
n
u
m
 F
r
a
n
c
o
r
u
m
,
 ed. 
A. B
o
r
e
t
i
u
s
,
 
F
,
 N
r
.
 2
2
,
 
c. 
72 et 
N
r
.
 2
9
.
 
ア
ー
ヘ
ン
の
宮
廷
は
、
フ
ラ
ン
ク
国
の
国
際
的
な
構
成
の
縮
図
と
し
て
、
国
際
的
な
雰
囲
気
に
あ
っ
た
。
H
•
N
a
u
m
a
n
n
,
K
a
r
o
l
i
n
g
i
s
c
h
e
 
u. 
O
t
t
o
n
i
s
c
h
e
 R
e
n
a
i
s
s
a
n
c
e
,
 1
9
2
7
を
芳
8
よ。
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
一
層
混
乱
的
な
事
件
が
七
九
二
年
の
末
に
勃
発
し
た
。
そ
れ
は
カ
ー
ル
の
愛
す
.. 
ノ‘
I II 
ア
ヴ
ァ
ー
ル
人
の
領
土
の
大
部
分
は
―
つ
の
保
護
領
を
な
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
る
庶
子
、
。
ヒ
ピ
ン
せ
む
し
王
が
率
い
る
若
干
の
勢
力
家
た
ち
の
反
乱
が
国
王
の
生
命
や
、
彼
の
息
子
た
ち
の
生
命
お
よ
び
レ
グ
ヌ
ム
・
フ
ラ
ン
コ
ー
ル
ム
(
R
e
g
n
u
m
F
r
a
n
c
o
r
u
m
,
フ
ラ
ン
ク
王
国
）
そ
の
も
の
を
危
険
に
し
た
。
同
様
な
陰
謀
は
既
に
七
八
六
年
に
も
起
っ
た
が
、
そ
れ
は
鎮
圧
さ
れ
て
こ
の
よ
う
な
意
外
な
事
件
の
再
発
防
止
の
た
め
に
カ
ー
ル
は
彼
の
臣
民
す
べ
て
に
忠
誠
の
誓
を
強
制
し
て
い
た
。
こ
の
兆
侯
が
重
大
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
貴
族
の
な
か
に
国
王
の
独
裁
的
な
政
治
に
対
す
る
不
平
や
反
対
の
感
情
を
開
示
し
た
⑧
 
か
ら
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
ま
た
、
不
断
の
戦
争
か
ら
生
し
た
倦
怠
の
―
つ
の
徴
候
で
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
す
べ
て
の
危
険
に
一
時
に
当
面
し
て
、
カ
ー
ル
は
不
平
を
抱
く
指
導
者
た
ち
に
譲
歩
す
る
ど
こ
ろ
か
、
忠
誠
の
誓
に
ヨ
リ
一
般
的
な
性
格
を
与
え
、
し
か
も
そ
の
有
妓
性
を
確
保
す
る
諸
方
策
を
採
っ
た
。
七
九
四
年
に
は
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
す
べ
て
の
土
地
を
奪
回
し
、
で
き
れ
ば
彼
の
版
図
を
拡
大
し
始
め
た
。
か
く
て
、
第
四
期
が
始
ま
る
。
こ
の
時
期
は
第
一
二
期
ほ
ど
建
設
的
で
は
な
い
が
、
と
り
わ
け
統
一
整
理
の
時
期
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
(
A•Kleinclausz, 
C
h
a
r
l
e
m
a
g
n
e
,
 P
a
r
i
s
 1
9
3
4
,
 
p. 
2
0
3
 f. 
七
九
四
ー
九
七
年
に
は
、
一
連
の
戦
争
が
フ
ラ
ソ
ク
族
や
キ
リ
ス
ト
教
の
権
威
を
サ
ク
セ
ン
に
再
確
立
し
た
。
つ
い
で
、
七
九
八
年
以
後
、
北
ェ
ル
ビ
ン
ギ
ア
（
ニ
ル
ペ
下
流
以
北
、
ア
イ
ダ
ー
河
ま
で
）
お
よ
び
ウ
ィ
モ
ー
デ
ィ
ア
の
よ
う
な
領
土
の
占
領
が
企
て
ら
れ
た
。
新
た
に
生
れ
た
イ
ス
。
＾
ニ
ア
辺
境
地
区
(
m
a
r
c
a
hispanica,
後
代
の
カ
ク
ロ
ニ
ア
）
は
、
七
九
五
年
に
再
占
領
さ
れ
、
漸
次
に
拡
大
さ
れ
た
。
七
九
五
年
お
よ
び
七
九
六
年
に
は
、
ア
ヴ
ァ
ー
ル
族
を
攻
撃
し
て
成
功
し
ラ
ー
プ
所
在
の
円
形
の
砦
の
内
部
に
幾
世
紀
も
の
間
蓄
積
さ
れ
て
い
た
掠
奪
の
結
果
で
あ
る
彼
ら
の
財
宝
が
没
収
を
う
け
た
。
ド
ナ
ウ
諸
国
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
附
属
さ
れ
た
。
最
西
部
I
バ
イ
ニ
ル
ン
の
東
マ
ル
ク
（
将
来
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
お
よ
び
フ
リ
ア
ウ
ル
・
マ
ル
ク
の
外
辺
ー
の
み
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
併
合
さ
れ
た
。
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
七
112 
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
七
九
二
年
に
は
カ
ー
ル
は
五
十
オ
で
あ
り
、
そ
の
頃
ま
で
に
彼
は
経
験
と
知
識
と
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
ま
た
、
あ
る
顧
問
た
ち
の
忠
告
は
戦
勝
の
結
果
を
統
一
整
理
す
る
に
は
適
度
に
温
和
な
態
度
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
彼
に
さ
と
ら
せ
た
で
あ
ろ
う
。
七
九
ニ
ー
三
年
の
サ
ク
セ
ン
人
の
反
乱
の
深
い
―
つ
の
原
因
は
、
フ
ラ
ン
ク
人
の
優
勢
と
キ
リ
ス
ト
教
の
権
威
と
を
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め
厳
格
な
規
定
の
サ
ク
セ
ン
地
方
に
関
す
る
勅
令
(Capitulatio
d
e
 partibus S
a
x
o
n
i
a
e
)
に
よ
っ
て
起
さ
れ
た
恐
怖
政
治
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
の
国
王
罰
金
刑
の
実
施
、
地
方
伯
（
グ
ラ
ー
フ
）
の
設
置
〔
一
部
分
は
サ
ク
セ
ン
人
を
登
用
し
た
〕
、
異
教
と
そ
の
風
習
の
抑
圧
、
な
か
ん
ず
く
人
身
御
供
お
よ
び
葬
体
焼
却
、
大
小
を
問
わ
ず
洗
礼
の
強
要
、
教
会
の
保
護
、
教
会
へ
の
土
地
寄
進
の
ほ
か
、
と
く
に
き
ら
わ
れ
た
十
分
の
一
税
の
命
令
で
あ
っ
た
。
聖
職
者
が
十
分
の
一
税
の
支
払
を
要
求
す
る
の
に
無
情
で
あ
っ
た
こ
と
も
挙
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
七
九
七
年
の
サ
ク
ソ
ニ
ア
法
典
(Capitularia
S
a
x
o
n
i
c
u
m
)
に
よ
っ
て
サ
ク
セ
ン
人
は
フ
ラ
ン
ク
人
と
対
策
に
取
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
一
層
寛
大
な
規
則
を
以
て
す
る
新
政
策
の
結
果
は
好
意
的
か
つ
順
調
で
あ
っ
た
。
ド
ナ
ウ
地
方
で
採
用
さ
れ
た
方
法
は
、
以
前
に
サ
ク
セ
ン
地
方
で
行
っ
た
も
の
に
比
べ
る
と
峻
厳
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
に
力
強
く
展
開
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
―
つ
の
特
徴
は
、
教
会
の
利
害
と
国
家
の
利
害
と
の
密
接
な
提
携
に
関
し
て
の
カ
ー
ル
の
特
別
な
配
慮
で
あ
っ
た
。
七
九
四
年
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
〔
ア
ム
・
マ
イ
ソ
〕
の
教
会
会
議
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
処
置
を
公
布
す
る
勅
令
に
は
、
教
会
専
属
の
裁
判
権
を
聖
職
者
に
拡
大
す
る
と
い
う
よ
う
な
教
会
の
生
活
に
関
す
る
規
定
や
司
教
、
教
区
の
監
督
、
大
司
教
と
い
う
上
級
聖
職
の
上
に
上
級
聖
職
者
の
規
律
を
復
活
し
て
一
層
厳
格
に
さ
せ
よ
う
と
し
た
規
定
な
ど
が
、
純
政
治
的
ま
た
は
行
政
的
な
性
格
の
規
定
よ
り
も
先
き
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
教
義
の
点
で
は
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
教
会
会
議
は
カ
ー
ル
の
主
宰
の
も
と
に
、
教
皇
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
に
賛
成
し
て
、
イ
ス
。
＾
ニ
ア
の
教
会
で
主
張
さ
れ
代
表
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
論
異
端
説
、
キ
リ
ス
ト
猶
子
説
(
A
d
o
p
t
i
o
n
i
s
m
u
s
)
を
廃
棄
す
る
こ
と
に
し
た
。
教
皇
の
忠
告
に
反
し
て
、
こ
の
教
会
会
議
は
聖
画
像
崇
敬
を
廃
棄
し
て
し
ま
っ
た
。
聖
画
像
崇
敬
は
東
方
教
会
の
―
つ
の
い
わ
ゆ
る
全
地
公
会
八
113 
議
（
ニ
カ
イ
ア
）
の
決
議
に
よ
っ
て
名
誉
を
回
復
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
は
こ
の
聖
画
像
崇
敬
反
対
書
(Libri
Carolini)
に
お
い
て
批
判
的
な
神
学
者
た
ち
を
既
に
も
っ
て
い
た
。
そ
の
編
者
は
お
そ
ら
く
テ
オ
ド
ウ
ル
フ
で
あ
ろ
う
。
教
皇
へ
の
尊
敬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
カ
ー
ル
は
教
皇
以
上
に
、
西
方
に
お
け
る
教
会
の
現
実
の
首
長
で
あ
る
よ
う
に
見
え
た
。
レ
オ
三
世
が
七
九
五
年
に
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
の
斃
去
に
際
し
教
皇
と
な
っ
た
と
き
、
カ
ー
ル
は
こ
の
主
題
に
関
し
一
点
の
疑
も
な
い
―
つ
の
書
翰
の
な
か
で
、
教
皇
と
国
王
の
お
の
お
の
の
立
場
を
精
細
に
述
べ
た
。
教
皇
は
他
の
司
教
た
ち
の
第
一
人
者
（
程
度
の
差
は
あ
れ
）
と
な
っ
た
。
ア
ル
ク
イ
ン
そ
の
他
の
聖
職
者
た
ち
は
、
古
代
の
伝
統
と
結
び
つ
い
た
―
つ
の
理
念
を
展
開
し
て
い
た
。
堕
落
し
た
風
習
や
危
険
に
対
し
教
会
を
保
護
す
る
が
た
め
地
上
に
神
の
意
思
を
実
現
す
る
に
は
、
信
仰
と
教
会
と
を
保
護
す
る
よ
う
な
皇
帝
の
権
力
(
i
m
p
e
r
i
u
m
christianum)
と
い
う
も
の
を
西
方
に
回
復
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
は
彼
ら
の
眼
に
は
あ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ロ
ー
マ
皇
帝
、
歴
史
的
な
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
や
テ
オ
ド
シ
ウ
ス
と
は
彼
ら
の
心
に
は
全
く
異
な
る
一
人
の
皇
帝
で
あ
る
の
に
必
要
な
条
件
un 
を
充
た
し
た
。
そ
こ
に
有
利
な
環
境
が
起
っ
た
。
ロ
ー
マ
に
お
け
る
革
命
は
教
皇
レ
オ
三
世
を
失
脚
さ
せ
（
七
九
九
年
）
、
き
わ
め
て
困
難
な
情
況
が
生
じ
た
。
こ
の
情
況
は
カ
ー
ル
が
こ
の
教
皇
を
教
皇
座
に
回
復
し
て
し
ま
っ
た
後
で
さ
へ
も
引
続
き
混
乱
し
て
い
た
。
カ
ー
ル
は
ア
ル
ク
イ
ン
に
聖
書
の
ラ
テ
ン
訳
増
訂
の
こ
と
を
委
託
し
て
、
彼
を
神
学
者
と
し
て
賞
讃
し
た
の
で
は
な
く
、
ア
ル
ク
イ
ン
の
判
断
に
信
頼
し
か
つ
強
く
彼
の
感
化
の
も
と
に
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
が
教
会
の
事
態
を
整
理
し
よ
う
と
し
て
ロ
ー
マ
に
赴
い
た
の
は
、
ア
ル
ク
イ
ソ
に
負
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ロ
ー
マ
で
カ
ー
ル
は
皇
帝
の
位
を
承
諾
し
た
の
も
、
ア
ル
ク
イ
ン
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
幻
。
教
皇
レ
オ
三
世
は
八
0
0年
の
―
二
月
二
五
日
に
カ
ー
ル
に
帝
冠
を
授
け
た
。
ロ
ー
マ
に
お
け
る
使
徒
聖
ペ
テ
ロ
の
聖
堂
で
戴
冠
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
戴
冠
は
七
九
八
年
以
前
に
は
遡
ら
な
い
ロ
ー
マ
そ
の
も
の
お
よ
び
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
お
け
る
陰
謀
や
意
見
の
一
致
と
い
う
奇
妙
な
一
連
の
出
来
事
の
結
果
で
あ
っ
た
。
八
0
0年
に
お
け
る
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
は
明
ら
か
に
教
皇
か
ら
発
し
た
。
し
か
し
構
成
的
な
行
為
は
教
皇
に
よ
る
戴
冠
で
は
な
く
、
都
市
ロ
ー
マ
の
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
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そ
れ
故
に
、
八
0
0年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
起
っ
た
こ
と
の
す
べ
て
は
、
既
に
七
七
四
年
以
来
フ
ラ
ン
ク
人
の
王
で
あ
り
、
か
つ
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
人
の
王
で
あ
っ
た
カ
ー
ル
が
i
彼
を
選
出
し
た
人
々
〔
都
市
ロ
ー
マ
の
住
民
〕
の
眼
に
は
ー
ー
ロ
ー
マ
皇
帝
と
な
っ
た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
勿
論
、
彼
は
た
っ
た
一
人
の
皇
帝
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
一
人
の
「
先
輩
」
の
皇
帝
と
い
う
も
の
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
た
っ
た
一
人
の
皇
帝
が
ロ
ー
マ
の
領
土
を
一
時
に
支
配
し
う
る
と
い
う
考
ほ
少
し
も
な
か
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
‘
 
カ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ク
の
皇
帝
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
人
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
将
来
も
あ
り
え
な
か
っ
た
。
彼
の
フ
ラ
ン
わ
ゆ
る
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
ー
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ク
王
国
や
ラ
ソ
ゴ
バ
ル
ド
王
国
は
彼
の
帝
国
の
そ
と
に
あ
っ
た
し
、
依
然
そ
と
に
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
そ
の
な
か
で
皇
帝
で
あ
る
と
主
張
し
た
帝
国
は
、
都
市
ロ
ー
マ
が
な
お
そ
の
―
つ
の
構
成
部
分
で
あ
っ
た
現
存
の
ロ
ー
マ
帝
国
ー
ぃ
コ
ン
ス
ク
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
に
お
け
る
帝
国
政
府
が
、
こ
の
新
し
い
皇
帝
の
承
認
を
拒
否
し
た
の
は
不
自
然
で
は
な
い
。
新
し
い
皇
帝
は
、
帝
国
政
府
か
ら
み
れ
ば
、
自
惚
れ
た
し
か
も
少
し
ば
か
り
滑
稽
な
纂
奪
者
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
八
0
0年
の
出
来
事
は
成
功
し
た
ク
ー
デ
ク
ー
で
あ
っ
た
。
カ
ー
ル
自
身
も
当
惑
し
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
欲
し
た
最
後
の
こ
と
は
帝
国
政
府
と
事
を
構
え
る
よ
う
に
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
帝
国
政
府
は
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
王
と
し
て
の
彼
の
地
正
し
い
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
。
住
民
に
よ
る
選
出
で
あ
っ
た
。
教
皇
が
カ
ー
ル
に
戴
冠
し
て
カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
に
、
ま
た
は
単
に
カ
ー
ル
自
身
に
、
皇
帝
の
位
を
与
え
た
と
い
う
見
解
は
誤
り
で
あ
る
。
戴
冠
は
心
喜
ば
し
い
儀
式
で
あ
り
、
こ
れ
が
議
式
の
放
果
を
昂
め
、
議
事
に
―
つ
の
宗
教
的
な
背
光
を
以
て
包
ん
だ
の
で
は
あ
る
が
、
皇
帝
と
い
う
合
法
的
な
制
度
の
た
め
に
ほ
戴
冠
は
決
し
て
必
要
で
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
選
出
は
皇
帝
の
称
号
を
与
え
た
け
れ
ど
も
‘
―
つ
の
王
朝
に
皇
帝
の
称
号
を
伝
達
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
皇
帝
の
位
は
世
襲
的
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
し
、
そ
し
て
カ
ー
ル
は
八
0
0年
に
皇
帝
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
継
承
権
は
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
の
息
子
た
ち
に
伝
達
さ
れ
な
か
っ
た
。
カ
ー
ル
の
帝
国
は
カ
ー
ル
と
と
も
に
死
減
し
た
と
い
わ
れ
る
の
が
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
1
0
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U3) U2l Ul UO) (9) 
位
に
不
愉
快
な
反
撥
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
カ
ー
ル
は
戴
冠
の
三
ヵ
月
後
に
、
慎
重
に
も
、
古
い
王
号
を
な
お
用
い
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
、
彼
が
い
か
に
不
安
心
で
あ
り
、
落
付
か
な
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
あ
の
こ
と
が
あ
っ
た
五
カ
月
後
（
八
0
一
年
五
月
二
九
日
）
に
は
、
彼
は
遂
に
―
つ
の
書
式
を
案
出
し
た
。
そ
れ
は
拙
劣
な
、
全
く
先
例
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
彼
は
疑
も
な
く
こ
の
書
式
が
無
害
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
書
式
は
吟
味
さ
れ
か
つ
証
明
さ
れ
た
i
m
p
e
r
a
t
o
r
R
o
m
a
n
o
r
u
m
 
(o. 
ー
マ
皇
帝
）
と
い
う
皇
帝
の
正
式
な
定
式
文
を
注
意
深
く
避
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
自
ら
を
K
a
r
o
l
u
s
,
s
e
r
e
n
i
s
s
i
m
u
s
 a
u
,
 
g
s
t
u
s
 
a
 
D
e
o
 
c
o
r
o
n
a
t
u
s
 
m
a
g
n
u
s
 
pacificus 
i
m
p
e
r
a
t
o
r
`
R
o
m
a
n
u
m
 g
u
b
e
r
n
a
n
s
 
i
m
p
e
r
i
u
m
,
 
q
u
i
 e
t
 
p
e
r
 
m
i
s
e
r
i
c
o
r
d
i
a
m
 D
e
i
 r
e
x
 F
r
a
n
c
o
r
u
m
 a
t
q
u
e
 L
a
n
g
o
b
a
r
d
o
r
u
m
 (
神
り
に
よ
っ
て
冠
を
蹄
{
け
ら
れ
た
る
最
も
敬
虔
な
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
、
偉
大
に
し
て
平
和
を
与
う
る
、
ロ
ー
マ
を
支
配
す
る
皇
帝
、
而
し
て
神
の
深
き
慈
悲
に
よ
り
フ
ラ
ン
ク
人
な
ら
び
に
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ド
人
の
王
、
カ
ー
ル
）
と
呼
ん
だ
。
そ
の
後
、
数
力
月
の
間
は
ー
ー
八
0
一
年
五
月
か
ら
八
0
二
年
の
末
ま
で
|
ー
彼
は
こ
の
お
そ
ら
く
、
そ
れ
は
神
の
召
命
(
d
i
v
i
n
a
v
o
c
a
t
i
o
)
を
表
現
し
た
と
す
ら
感
じ
新
し
い
位
に
喜
ん
だ
こ
と
は
確
実
で
あ
る
よ
う
だ
し
、
＾
 
"u 
た
で
あ
ろ
う
。
Capitularia, I
,
 
Nr. 2
6
 et 2
7
.
 
キ
リ
ス
ト
は
本
来
、
神
で
は
な
く
神
の
養
子
な
り
と
説
く
。
こ
の
説
は
ア
ー
ヘ
ン
の
教
会
会
議
（
七
九
九
年
）
で
公
式
に
排
斥
さ
れ
た
。
L•Halphen, 
C
h
a
r
l
e
m
a
g
n
e
 et 
l'Eml)ire 
Carolingien, 
Paris 1
9
4
7
、
p.
1
2
0
 
f. 
詳
し
く
は
L
.
Wallach, 
Alcuin a
n
d
 C
h
a
r
l
e
m
a
g
n
e
,
 
N
e
w
 Y
o
r
k
 1
9
5
9
お
よ
び
P
.
E. 
S
c
h
r
a
m
m
,
 
Kaiser, R
o
m
 u
n
d
 
Renovatio, Darmstadt, 1
9
5
7
2
を
圭
信
よ
。
ケ
ル
ソ
の
司
教
座
聖
堂
図
庫
館
で
最
近
発
見
さ
れ
た
八
01
――ー八
0
五
年
に
成
立
し
た
手
写
本
七
九
八
年
の
条
下
に
八
0
二
年
の
交
渉
の
内
容
を
総
括
し
て
l
p
s
e
est 
annus, q
u
a
n
d
o…
…
missi venerunt d
e
 Graecia, ut traderent i
m
p
e
r
i
u
m
〔
彼
に
帝
権
を
引
渡
す
た
め
使
節
ギ
リ
シ
ア
よ
り
来
た
り
し
は
同
じ
年
な
り
〕
と
あ
る
。
H
.
L
o
w
e
,
 
E
i
n
 
K
o
l
n
e
r
 Notiz 
z
u
m
 K
a
i
s
e
r
t
u
m
 
Karls des 
Grossen, Rheinische Vierteljahrsbl1itter, 1
4
,
 
1
9
4
9
,
 
S. 
7
;
 
W
.
 Ohnsorge, Die Konstantinische 
Schenkung, L
e
o
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I
I. 
u
n
d
 die 
Anfiinge d
e
r
 K
u
r
i
a
l
e
n
 r
o
m
i
s
c
h
e
n
 K
a
i
s
e
r
i
d
e
e
`
Z
.
 f. R••G. 
G
A
.
 68, 1951, 
S. 
8
3
 f. 
G. B
a
r
r
a
c
l
o
u
g
h
,
 T
h
e
 m
e
d
i
e
v
a
l
 E
m
p
i
r
e
,
 Idea a
n
d
 Reality, 
L
o
n
d
o
n
 1950̀
p. 9
1
1
0
;
 
F. 
G
a
n
s
h
o
f
`
T
h
e
 imperial 
coronation of 
C
h
a
r
l
e
m
a
g
n
e
,
 
G
l
a
s
g
o
w
 1949, 
p. 
22 f
;
 
H. B
e
u
m
a
n
n
,
 
R
o
m
k
a
i
s
e
r
 u
n
d
 
F
r
a
n
k
i
s
c
h
e
n
 Reichsvolk, 
Festschr. f. 
E. 
E. 
Stengel, M
t
i
n
c
h
e
n
-
K
o
l
n
 1952, 
S. 
157 f 
;
 P. 
M
u
n
z
,
 
T
h
e
 origin of 
the 
carolingian E
m
p
i
r
e
,
 
Leicester 
1963, 
p. 
18 f.
な
お
R.
E. 
Sullivan, 
ed. 
T
h
e
 coronation of Charlemagne•What 
did 
it signify• 
(
P
r
o
b
l
e
m
s
 in E
u
r
o
p
e
a
n
 Civilization), 
B
o
s
t
o
n
 
1959
に
お
汁
ッ
る
幸
g
字
《
の
珀
呼
を
争
乍
よ
。
R.
W
i
n
s
t
o
n
`
C
h
a
r
l
e
m
a
g
n
e
,
 L
o
n
d
o
n
 
1956, 
p. 
2
7
2
 f. 
戴
冠
以
後
の
カ
ー
ル
の
時
代
は
、
む
し
ろ
論
理
の
矛
盾
し
な
い
一
貫
し
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
彼
の
行
動
に
お
い
て
変
化
し
て
い
る
も
の
と
、
彼
の
新
た
に
獲
得
し
た
位
の
影
響
に
帰
せ
ら
れ
る
も
の
と
区
別
す
る
と
き
に
明
白
と
な
る
。
彼
は
確
か
に
彼
の
新
し
い
地
位
を
正
当
に
認
識
し
、
こ
れ
を
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
に
対
し
て
利
用
し
よ
う
と
意
図
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
皇
帝
が
八
―
二
年
に
カ
ー
ル
の
皇
帝
称
号
を
承
認
す
る
ま
で
東
方
の
皇
帝
に
政
治
的
お
よ
び
軍
事
的
の
圧
力
を
加
え
た
。
し
か
し
、
統
治
の
こ
と
に
つ
い
て
は
カ
ー
ル
の
態
度
は
不
変
で
は
な
か
っ
た
。
八
0
二
年
に
イ
ク
リ
ア
か
ら
帰
っ
て
ま
も
な
く
、
彼
は
皇
帝
と
し
て
の
権
カ
の
高
く
聟
え
て
い
る
性
格
を
十
分
に
知
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
べ
て
の
西
方
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
神
の
意
思
に
従
っ
て
行
動
す
る
の
を
み
る
の
は
彼
の
責
務
だ
と
カ
ー
ル
は
述
べ
た
。
彼
は
す
べ
て
の
臣
民
に
新
た
に
s
a
c
r
a
m
e
n
t
u
m
fidelitatis 
(
忠
誠
の
誓
）
を
供
さ
せ
て
、
こ
の
と
き
に
は
皇
帝
と
し
て
命
令
し
、
か
つ
、
忠
誠
の
観
念
を
拡
大
し
た
。
彼
は
私
法
の
分
野
で
の
立
法
に
着
手
し
た
。
彼
は
聖
職
者
が
宗
教
立
法
ま
た
は
聖
ペ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
会
則
を
堅
く
守
る
べ
し
と
定
め
た
。
彼
は
能
率
を
あ
げ
る
た
め
に
調
査
刷
新
委
員
会
(missi 
dominici,
巡
察
使
）
の
制
度
を
改
革
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
が
八
0
六
年
、
王
位
継
承
を
解
決
し
た
と
き
、
皇
帝
の
位
は
彼
の
眼
に
は
そ
の
重
要
性
の
大
部
分
が
失
わ
れ
た
と
み
え
た
。
帝
位
が
そ
の
意
味
を
全
く
失
わ
な
か
っ
た
も
の
と
す
れ
ば
、
帝
国
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は
不
可
分
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
カ
ー
ル
は
古
い
フ
ラ
ン
ク
の
慣
習
に
従
っ
て
、
彼
の
三
人
の
息
た
ち
の
間
に
彼
の
諸
国
家
の
分
割
を
予
見
し
、
そ
し
て
皇
帝
の
権
能
(
i
m
p
e
r
i
a
l
i
s
p
o
t
e
s
t
a
s
)
に
つ
い
て
処
置
を
と
ら
な
か
っ
た
。
ニ
・
三
年
以
前
か
ら
彼
に
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
れ
ら
の
諸
事
項
は
も
は
や
放
力
が
な
く
、
ロ
ー
マ
の
伝
統
お
よ
び
ア
ル
ク
イ
ン
の
感
化
も
も
は
や
彼
に
主
要
な
位
置
を
占
め
な
か
っ
た
。
帝
位
は
カ
ー
ル
に
と
っ
て
ほ
―
つ
の
き
わ
め
て
高
い
栄
誉
で
あ
る
が
、
ま
た
き
わ
め
て
個
人
的
な
格
別
の
待
遇
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
万
事
が
そ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
彼
の
治
世
の
極
く
最
後
の
年
々
に
は
、
彼
は
ま
た
、
こ
の
帝
位
に
一
層
の
重
要
性
を
附
し
た
か
の
よ
う
に
み
え
、
か
つ
、
お
そ
ら
く
若
干
の
影
響
が
彼
の
心
を
変
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
の
二
人
の
年
長
の
息
た
ち
、
カ
ー
ル
（
八
―
一
年
）
と
ピ
ピ
ン
（
八
一
0
年
）
と
が
死
亡
し
た
の
で
、
彼
自
身
が
年
少
の
最
も
無
能
な
息
ル
ー
ド
ウ
ッ
ヒ
（
後
の
敬
蔑
王
）
に
皇
帝
の
称
号
を
引
渡
し
た
（
八
一
三
年
）
。
治
世
の
末
期
に
は
、
八
一
0
年
に
バ
ル
セ
ロ
ナ
を
獲
得
し
て
拡
大
さ
れ
再
強
化
さ
れ
た
イ
ス
。
＾
ニ
ア
辺
境
を
例
外
と
す
れ
ば
、
し
ば
し
ば
か
な
り
重
要
な
軍
事
的
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
領
土
の
獲
得
は
な
か
っ
た
。
北
ス
ラ
ヴ
人
、
ペ
ー
メ
ン
人
、
ア
ル
モ
リ
カ
の
プ
レ
ト
ソ
人
、
さ
ら
に
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン
ト
公
に
対
す
る
戦
闘
は
、
理
論
上
の
優
位
の
承
認
に
了
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
事
実
、
お
そ
ろ
し
い
諸
危
険
が
明
瞭
と
な
っ
た
。
八
世
紀
の
末
以
前
に
「
北
ゲ
ル
マ
ン
人
の
民
族
移
動
」
の
発
端
で
あ
る
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
遠
征
が
目
立
っ
て
き
て
、
こ
れ
に
対
し
て
は
フ
ラ
ン
ク
人
は
船
隊
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
デ
ー
ン
人
は
サ
ク
セ
ン
の
境
界
を
威
嚇
し
、
彼
ら
の
船
隊
ほ
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ド
を
掠
奪
し
た
。
サ
ラ
セ
ン
の
船
隊
は
地
中
海
沿
岸
を
威
嚇
し
た
。
こ
れ
ら
の
出
来
事
の
関
係
に
よ
っ
て
遺
さ
れ
た
一
般
的
印
象
は
、
カ
ロ
リ
ン
グ
王
国
の
弱
体
化
で
あ
る
。
こ
の
印
象
は
帝
国
の
内
部
状
況
を
み
る
と
一
層
大
と
な
る
。
教
会
の
場
合
と
同
禄
に
、
国
家
に
お
い
て
も
濫
用
が
増
加
し
た
。
不
安
が
一
層
悪
化
し
た
。
皇
帝
の
権
威
は
次
第
に
失
わ
れ
た
。
漸
次
に
数
多
く
な
る
勅
令
は
、
論
告
、
命
令
、
禁
止
を
た
え
ず
更
新
し
た
が
、
次
第
に
多
く
守
ら
れ
な
か
っ
た
。
カ
ー
ル
は
老
齢
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
ま
で
は
彼
の
個
人
的
な
干
渉
や
彼
が
直
接
に
起
し
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
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ラ
ン
ク
の
国
家
は
衰
減
に
瀕
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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カ
ー
ル
は
、
一
般
に
当
時
の
国
王
が
そ
う
で
あ
っ
た
如
く
、
宮
邸
を
し
ば
し
ば
変
更
し
て
、
イ
ン
ゲ
ル
＾
イ
ム
、
ウ
ォ
ル
ム
ス
、
ナ
イ
メ
ー
へ
ン
、
ヘ
リ
ス
ク
ー
ル
、
デ
ィ
ー
デ
ン
ホ
ー
フ
ェ
ン
、
ア
ッ
テ
ィ
ニ
な
ど
に
滞
在
し
た
が
、
晩
年
に
な
っ
て
ア
ー
ヘ
ン
に
滞
在
と
決
め
た
。
新
首
都
ア
ー
ヘ
ン
は
コ
ソ
ス
ク
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
模
範
に
し
て
築
造
さ
れ
る
べ
く
、
北
方
の
中
心
た
る
べ
し
と
考
え
た
一
部
の
宮
廷
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
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カ
ロ
リ
ン
グ
王
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
の
版
図
は
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
な
ら
び
に
西
ド
イ
ツ
と
イ
ク
リ
ア
の
北
部
お
よ
び
中
部
、
さ
ら
に
ラ
テ
ン
圏
地
中
海
の
諸
島
（
バ
レ
ア
リ
ッ
ク
諸
島
を
含
む
）
、
最
後
に
ナ
ヴ
ァ
ル
地
方
か
ら
イ
ス
パ
ニ
ア
辺
境
附
近
、
す
な
わ
ち
、
後
の
カ
ク
ロ
ニ
ア
ま
で
を
含
む
ピ
レ
ネ
＝
地
方
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
東
境
は
、
フ
リ
ア
ウ
ル
、
ケ
ル
ン
テ
ン
、
東
バ
イ
ニ
ル
ン
な
曲
ど
の
辺
境
地
区
で
あ
り
、
北
境
は
ア
イ
ダ
ー
河
を
以
て
デ
ン
マ
ル
ク
と
接
し
て
い
た
。
イ
ク
リ
ア
で
は
教
皇
領
が
ほ
ゞ
半
島
の
真
中
に
⑰ U6l U5l 
五
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
た
干
渉
は
、
非
常
に
大
き
な
―
つ
の
帝
国
に
お
け
る
全
く
不
十
分
な
行
政
組
織
の
諸
原
則
を
補
っ
て
い
た
。
カ
ー
ル
の
体
力
お
よ
び
勢
佃
力
は
、
減
退
し
つ
つ
あ
っ
た
。
彼
は
ほ
と
ん
ど
引
続
き
ァ
ー
ヘ
ン
（
エ
ス
ク
・
ラ
・
シ
ャ
ペ
ル
）
に
滞
在
し
た
。
こ
れ
は
七
九
四
年
以
来
好
ん
で
住
ま
っ
た
所
在
地
で
あ
り
、
八
0
八
年
以
後
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
地
を
去
ら
な
か
っ
た
。
以
前
に
存
し
て
い
た
強
い
解
毒
剤
は
、
い
ま
や
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
、
政
治
上
お
よ
び
社
会
上
の
諸
欠
陥
一
切
は
統
治
の
運
用
よ
ろ
し
き
を
え
な
い
こ
と
を
開
示
し
つ
つ
あ
っ
こ
。
カ
ー
ル
大
王
が
ア
ー
ヘ
ン
に
お
い
て
八
一
四
年
一
月
二
八
日
午
前
九
時
、
七
十
ニ
オ
で
肋
膜
炎
の
た
め
に
歿
し
た
と
き
に
は
、
一四
フ
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存
し
、
こ
れ
が
狭
く
曲
り
く
ね
っ
た
地
峡
す
な
わ
ち
ロ
ー
マ
平
原
に
よ
っ
て
1
テ
ィ
レ
ニ
ア
海
に
ロ
ー
マ
と
オ
ス
テ
ィ
ア
の
両
港
を
開
い
て
1
五
都
府
（
ペ
ン
ク
ボ
リ
ス
1
1
ア
ド
リ
ア
海
に
面
す
る
ア
ン
コ
ー
ナ
、
シ
ニ
ガ
リ
ア
、
フ
ァ
ノ
、
ペ
サ
ロ
、
リ
ミ
ニ
の
五
つ
の
都
市
）
に
連
な
り
、
さ
ら
に
l
ア
ド
リ
ア
海
に
ア
ン
コ
ー
ナ
港
を
開
い
て
1
_
—
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
大
守
領
(
E
x
a
r
c
h
a
t
R
a
v
e
n
n
a
)
に
連
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
が
聖
ペ
テ
ロ
の
遺
産
で
あ
る
「
神
の
国
(Civitas
D
e
i
)
」
|
|
，
五
世
紀
の
初
頃
に
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
が
語
っ
た
ー
を
形
造
っ
て
い
た
。
全
土
は
行
政
組
織
上
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
(Grafschaft,
c
o
m
i
t
a
t
u
s
)
に
分
た
れ
た
。
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
は
本
来
は
行
政
、
軍
事
、
財
政
、
司
法
の
国
家
的
な
地
方
行
政
管
区
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
部
に
は
ロ
ー
マ
の
キ
ヴ
ィ
ク
ス
(civitas)
と
一
部
に
は
古
ゲ
ル
マ
ン
の
ガ
ウ
(Gau,
p
a
唇
s)
ま
た
は
部
族
の
占
住
地
域
と
関
連
し
て
い
た
。
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
と
ガ
ウ
と
は
一
致
し
て
い
な
い
。
ガ
ウ
は
主
と
し
て
地
理
的
な
意
味
、
部
族
の
占
住
地
域
に
用
い
ら
れ
た
。
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
の
長
、
グ
ラ
ー
フ
（
地
方
伯
）
は
国
王
か
ら
任
命
さ
れ
そ
の
地
方
行
政
管
区
の
兵
員
徴
募
者
、
普
通
裁
判
官
で
あ
り
、
警
察
お
よ
び
財
務
行
政
を
司
っ
た
。
グ
ラ
ー
フ
は
そ
の
管
区
を
順
次
年
一
二
回
定
期
的
に
開
く
。
こ
の
裁
判
を
ニ
ヒ
テ
ス
・
デ
ィ
ン
ク
下
級
臨
時
裁
判
の
長
は
ロ
マ
ン
地
方
で
は
グ
ラ
ー
フ
の
任
命
し
た
ウ
ィ
カ
リ
ウ
ス
ゲ
ル
マ
ン
地
方
で
は
部
族
か
ら
選
出
さ
れ
た
ツ
ェ
ン
テ
ナ
リ
ウ
ス
(centenarius)
で
あ
り
、
後
者
は
選
挙
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
グ
ラ
ー
フ
に
隷
属
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
は
グ
ラ
ー
フ
の
執
行
官
で
あ
る
シ
ュ
ル
ト
ハ
イ
ス
（
Schultheiss)
が
ツ
ェ
ン
テ
ナ
リ
ウ
ス
の
職
権
を
奪
っ
た
結
果
で
あ
る
。
か
く
て
、
帝
国
の
西
部
地
方
に
は
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
の
下
級
行
政
管
区
と
し
て
ツ
ェ
ン
テ
ナ
リ
ウ
ス
ま
た
は
ウ
ィ
カ
リ
ウ
ス
の
管
轄
す
る
ッ
ェ
ン
テ
ナ
(centena}
が
あ
っ
た
。
ア
レ
マ
ニ
族
や
フ
リ
ー
セ
ン
族
の
場
合
に
は
、
選
出
さ
れ
た
フ
ン
ノ
(
h
u
n
o
)
の
管
轄
す
る
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
(
H
g
d
e
r
t
s
c
h
a
f
t
)
と
い
う
下
級
行
政
管
区
が
あ
っ
た
。
フ
ン
デ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
は
本
来
は
戦
争
ま
た
は
裁
判
の
た
め
の
人
的
団
体
で
、
百
な
い
し
百
二
十
人
の
自
由
民
か
ら
成
っ
て
い
た
が
、
漸
次
カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
(vicarius)
、
に
廻
っ
て
裁
判
を
開
廷
し
た
。
(echtes D
i
n
g
)
と
い
う
。
彼
は
上
級
裁
判
権
の
み
を
行
使
し
、
(
g
e
b
o
t
e
n
e
s
 D
i
n
g
)
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カ
ー
ル
大
王
の
政
治
生
活
（
宮
下
）
例
え
ば
プ
レ
ト
ン
人
や
イ
ス
。
＾
ニ
ア
人
、
ア
ヴ
ァ
ー
ル
人
、
に
王
有
地
上
の
軍
事
的
定
植
者
の
地
区
団
体
に
変
化
し
た
。
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
の
制
度
の
実
施
は
、
種
族
公
領
の
廃
止
に
導
い
た
。
国
境
の
防
禦
に
は
辺
境
地
区
(
M
a
r
k
)
が
設
け
ら
れ
た
。
フ
リ
ア
ウ
ル
人
に
対
し
て
防
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
辺
境
地
区
に
は
、
数
個
の
グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト
を
一
人
の
グ
ラ
ー
フ
、
マ
ル
ク
グ
ラ
ー
フ
(
M
a
r
k
g
r
a
f
｀
辺
境
伯
）
が
管
轄
し
て
い
た
。
巡
察
使
は
多
く
の
場
合
、
一
人
の
聖
職
者
と
一
人
の
俗
人
と
が
一
対
と
な
っ
て
、
年
々
、
地
方
の
役
人
や
司
教
た
ち
の
監
督
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
聖
界
の
勢
力
家
や
俗
人
の
有
力
者
は
春
秋
二
回
謁
見
式
(
c
o
n
v
e
n
t
u
s
)
か
く
し
て
、
カ
ー
ル
大
王
の
晩
年
に
は
国
家
の
領
土
の
拡
大
の
結
果
、
に
招
集
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ク
族
ま
た
は
ア
レ
マ
ニ
族
出
身
で
帝
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
々
が
帝
国
貴
族
と
も
い
う
べ
き
階
層
を
形
成
し
た
。
彼
ら
は
、
高
級
聖
職
者
と
な
ら
ん
で
国
家
の
統
一
の
た
め
に
尽
力
し
、
九
世
紀
に
は
支
配
的
な
役
割
を
演
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
央
集
権
化
の
傾
向
に
対
し
て
、
軍
役
の
代
償
と
し
て
土
地
を
家
臣
に
下
賜
し
そ
の
使
用
収
益
を
許
す
レ
ー
ン
制
も
と
く
に
カ
ー
ル
・
マ
ル
テ
ル
以
来
大
い
に
増
加
し
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
教
会
所
有
地
が
没
収
さ
れ
た
。
一
般
的
防
禦
義
務
に
基
づ
く
兵
役
は
国
家
の
領
土
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
の
圧
迫
な
負
担
と
な
っ
た
。
多
く
の
自
由
民
が
荘
園
領
主
の
隷
属
民
と
な
っ
た
の
は
、
主
と
し
て
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。
か
え
っ
て
、
内
部
の
崩
壊
が
始
ま
っ
て
い
る
。
強
力
な
中
央
統
治
は
偉
大
な
彼
に
負
う
と
し
て
も
、
個
人
と
し
て
は
彼
も
亦
社
会
経
済
環
境
に
制
約
さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
社
会
経
済
状
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
が
次
に
取
扱
わ
る
べ
き
課
題
で
あ
る
。
サ
ー
ヴ
ェ
河
の
水
源
附
近
は
朝
貢
国
で
あ
る
が
、
ク
ラ
イ
ン
地
方
は
カ
ロ
リ
ン
グ
王
国
領
で
あ
り
、
サ
ー
ヴ
ェ
河
の
上
流
と
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア
・
ア
ル
プ
ス
地
方
と
の
間
に
位
す
る
狭
い
帯
状
の
地
帯
も
王
国
領
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
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一
六
一っ
